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W56a ASTRO-H 搭載 精密軟 X 線分光装置 SXS の開発の現状 (V)
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SXS (Soft X-ray Spectrometer) は、6 × 6 のピクセル状に配置された X 線マイクロカロリメータを用いた軟
X 線精密分光装置である。センサ部を 50 mK に冷却、6 keV の X 線に対してエネルギー分解能 E/∆E > 1000
に達する精密分光をおこなう。検出器、断熱消磁冷凍機 、開口部とフィルタと、これらの制御部は米国、室温か
ら液体ヘリウムまでの冷却系とディジタル信号処理部は日本、フィルタホイールと較正用 X 線源は欧州が担当す
る。2011年夏の最終設計審査 (CDR) を前に、現在、実証実験を行いながら、詳細設計をまとめている。秋季年
会以降は、特にエンジニアリングモデル (EM)の製作と実証試験も進めながら、設計検証を行っている。冷却系で
は、さらに熱数学モデルによる設計検証をふまえ EM製作と冷凍機の試験を、特に機械的な環境耐性が課題とな
りうるX線入射窓部では、耐音響・衝撃試験をおこなって設計検証をすすめた。また並行して、制御および信号
処理系でも設計実証モデルをもちいた電気系試験も進めてきたが、本年３－ ４月にはEMセンサーと EM信号処
理系による総合動作試験をゴダード宇宙飛行センターで行う予定である。これら SXS の状況について報告する。


